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Schatzグループは全国の12工場が稼働しており
全プラント、同一原料・同一品質で毎日供給しております。
基本365日24時間体制で製造元より直接、
需要家様に自社便にてお届けいたします。
製造バッチ毎にSchatz本社のLaboにてAdBlue®指定の
17項目の検査を実施し出荷となります。
原料についても1年近い在庫を確保しながら事業を進めて
おります。
安定供給・安全品質・安価提供の３Aを旗印に
お客様に選び続けていただける企業グループを
目指して参ります。

Schatz グループ：供給網

日本の尿素輸入価格は堅調に推移している。
　中国政府が輸出規制を強化しているため、7月以降の新規オーダーが通らなくなっ
ているようだ。市場関係者によると、中国規制当局が同国尿素メーカーに対し、事実
上の禁輸措置をとっているとされ、民間レベルでの日本向けの輸出は停滞状態に
陥っているとの指摘が出ている。7月以降のオーダーは通らない前提で、国内の受注
を停止ないしは代替輸入国の模索を始める商社の動きも出ている。
　一方、仮に中国が全面禁輸に踏み切っても21年末のような尿素不足に陥ることは
ないとの見方が多い。同年は三井化学の定修と重なったことが尿素需給逼迫のひと
つの要因となったが、今年は同社の定修はない。同社はフル稼働体制を続けていると
され、供給は安定しているという。
　日本の円建て輸入価格は8月22日現在でトンあたり100,000円台前半と、7月末から1,200円ほど上昇した。ドル高円安の進行で再び
100,000円の大台を突破した。(リム情報開発の週刊『クリーンエネルギー』記事を編集加工)

【尿素市況】日本の輸入価格は堅調、中国輸出規制いっそう強化

AdBlue®が入っているI BCタンクには、必ずと言っていいほど付いている写真のキャップ。
このキャップに付いているL字の配管のようなもの？これがどんな機能を果たすか、皆さんご存じ
でしょうか？
このL字の部品、エア抜きと言って、タンク内のエアーを入れたり抜いたりする役割を持っています。
この部品が無いと、タンク内のAdBlue®が抜かれる際に、空気が入ってくる場所が無くてIBCタンクが
凹んでしまいます。昔、担当していたお客さんで、エア抜きにバルブを付けたい、というお客さんが
おり、バルブを開け忘れてAdBlue®を給水していたところ、タンクが凹んで使い物にならなくなった、
というお客さんが実際にいました。
そしてI BCタンクにAdBlue®を補充する際にもエア抜きは必要です。補充する際は逆にタンク内の空
気を抜かなければならないので、この部品が無いとタンクが異常に膨らんでしまいます。なお、Schatz
製のエア抜き末端は虫などが入らないようにメッシュでしっかりとカバーしてあるので、異物が入る
心配はございません。細かいこだわりがSchatzです。

IBC タンクのキャップお役立ち情報

横浜ストックセンター
運営会社
備 蓄 量
配達車両
稼働人数

株式会社AOBA
12,000 リットル
1台
2名

八戸ストックセンター
運営会社
備 蓄 量
配達車両
稼働人数

株式会社新盛建設運輸
12,000 リットル
1台
2名

いわきストックセンター
運営会社
備 蓄 量
配達車両
稼働人数

Schatz 福島
12,000 リットル
1台
2名

東京港ストックセンター
運営会社
備 蓄 量
配達車両
稼働人数

株式会社 Schatz
12,000 リットル
1台
2名

北海道プラント

千葉プラント

静岡プラント

神奈川プラント

近畿プラント

中四国プラント

山口プラント

山形プラント

富山プラント

東北プラント

北関東プラント

東海プラント


